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　ここ十数年憑りつかれたようにエリオットの時間論を考え続けてきた。
Time present and time past
Are both perhaps present in time future,
And time future contained in time past.
                    （“Burnt Norton,” ll. 1-4）






















































（“East Coker,”Ⅲ, ll. 18-21）とそれに前後する抽象的な思弁である。そこ
に先の「伝統論」で展開された時間に関する考え方を適用すれば，誰であ
れその瞬間のみに生きることはできない。その瞬間その人物の頭の中に生
起する様々な思いや考えには過去の刻印―その人物の過去の経験のみなら
ず彼を形作った文化の蓄積の総体といったものの刻印―が消し去り難く押
されている。即ち，「現在の時」に「過去の時」が存在し，「未来の時」に
は「現在の時」と「過去の時」が存在するのである。
　初期の「伝統論」で詩人が創作する際に見られた時間の共時性が後期の
「四つの四重奏」では人間一般の認識過程での時間の共時性へと進化した
のである。十数年かかったけれど，ようやく自分なりに納得できる読みが
できた思いである。
　考えたいことを考える自由，埼玉工大はそれを与えてくれた。そこには
「もう一つの時間」が流れていたのであり，感謝の申し上げようもない。
